
おおい町簡易水道事業経営戦略 概要版 

1  経営の基本理念 
「第２次おおい町総合計画」では、「輝く笑顔がうみだす

希望 情熱よせ合うふるさと“ おおい”」を将来像として定
め、本町の簡易水道事業は、総合計画の基本目標の１つ
である「豊かな自然を大切に、暮らしやすさと安全・安心を
進める町」において掲げられた施策の「環境と調和した暮ら
しの推進」に位置付けられています。 

本経営戦略では、総合計画における基本理念や基本
方針を踏まえ、基本理念を「豊かな自然の恵みを未来へつ
なぐ水道」と定めました今後もこの理念の実現に向けて取り
組み、町民のみなさまに信頼される簡易水道事業を目指し
ます。 

2  経営指標による評価・分析 
経営および施設の状況を表す経営指標を用いて、本町簡易水道事業の現状での経営分析を行いました。 

 

3  将来の事業環境 
（１） 給水人口の予測 

行政区域内人口及び給水人口は今後も減少が続くと見込まれます。一方で、給水人口普及率については今後も高い水

準で推移する見込みです。 

本町の簡易水道事業は、現時点では安定した経営基盤を維持しています。経常収支比率は 100％を超えており、累積
欠損金もなく、短期的な財務の健全性は良好な状態にあります。給水原価は類似団体平均や全国平均を大きく下回ってお
り、効率的な事業運営が行われています。また、施設利用率も全国平均を上回り、保有する施設が有効に活用されているこ
とを示しています。 

一方で、今後に向けた課題も見られます。有収率は全国平均や類似団体平均をいずれも下回っており、配水した水のうち
収益につながっていない割合が大きい状況です。漏水対策の強化などにより改善を図る必要があります。また、料金回収率は
類似団体の中では比較的高い水準にあるものの、必要経費を料金収入だけでは賄いきれておらず、収支構造の改善が引き
続き求められます。 

老朽化の状況については、資産全体の減価償却率や管路の経年化率がいずれも全国平均を大幅に下回っており、現時
点では施設・管路ともに比較的新しい状態にあります。しかし、管路更新率は全国平均を下回る低い水準にとどまっており、
現在の更新ペースのままでは、将来一斉に耐用年数を迎えた際に対応が追いつかなくなるおそれがあります。 

今後は、アセットマネジメント計画に基づく計画的な管路更新と、有収率の改善に向けた漏水対策の推進を柱に、将来に
わたって安全な水を安定的にお届けできる事業体制の維持・強化を目指してまいります。 

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

行政区域内人口 7,635 7,447 7,353 7,259 7,165 7,071 6,979 6,891 6,803 6,715 6,627 6,539

給水人口 7,586 7,399 7,306 7,213 7,119 7,026 6,934 6,847 6,759 6,672 6,585 6,497

給水人口普及率 99.4% 99.4% 99.4% 99.4% 99.4% 99.4% 99.4% 99.4% 99.4% 99.4% 99.4% 99.4%
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（２） 配水量及び有収水量の見通し 
給水人口の減少に伴い、配水量及び有収水量いずれも減少傾向が続くと見込んでいます。一方で有収率については、緩

やかな上昇傾向で推移する見通しです。 

（３） 給水収益の見通し 
給水人口及び有収水量の減少に伴い、給水収益も減少傾向で推移するものと見込まれています。 

4  投資・財政計画 
（１） 当期純利益、繰越利益剰余金及び資金残高 

当期純利益および資金残高は令和６・７年度に高い水準にありますが、その後は水準を下げ、概ね安定した利益水準で

推移する見通しです。繰越利益剰余金は着実に積み上がり、経営基盤は徐々に強化されていくと見込んでいます。しかし、今

後は施設更新需要の本格化が見込まれることから、資金残高とのバランスを十分に考慮し、計画的な資金管理と内部留保

の活用を進め、持続可能な経営の確立が必要だと考えています。 

  

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

配水量 1,366 1,332 1,316 1,299 1,277 1,255 1,234 1,214 1,193 1,173 1,154 1,134

有収水量 861 839 829 818 808 797 787 777 767 757 747 737

有収率 63.0% 63.0% 63.0% 63.0% 63.2% 63.5% 63.7% 64.0% 64.2% 64.5% 64.7% 65.0%
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

給水収益 102,905 103,082 99,124 97,862 96,586 95,325 94,077 92,896 91,702 90,522 89,341 88,148
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

当期純利益 26,753 13,455 4,268 4,939 4,191 4,146 3,838 4,489 4,778 4,377 4,758 5,075

繰越利益剰余金 26,753 40,208 44,476 49,415 53,606 57,752 61,590 66,079 70,857 75,234 79,992 85,067

資金残高 68,758 55,056 41,931 44,599 40,594 41,634 46,913 40,397 43,634 44,035 43,444 41,736
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（２） 給水収益及び料金回収率 
給水収益は今後緩やかな減少が見込まれ、人口減少や有収水量の減少が影響していると考えられます。料金回収率も

低下傾向にあり、費用に対する回収割合は十分とは言えません。今後は経費削減に取り組むとともに、適正な料金水準の検

討を通じて回収率の改善を図る必要があります。 

（３） 収益的収支,基準内繰入金及び基準外繰入金 
収益的収支は令和７年度をピークに減少傾向ですが、各年度とも収益的収入が支出を上回り、経常収支は概ね均衡し

ています。令和７年度の収入増は基準外繰入金の突出が主因であり、以降は大幅に減少しています。基準内繰入金も継

続的に縮小する見通しであり、安定的な収支確保が課題です。 

（４） 資本的収支、基準内繰入金及び内部留保資金 
資本的収支は各年度とも資本的支出が資本的収入を上回り、不足分を繰入金や内部留保資金で補う構造が続く見通

しです。今後、老朽管の更新・耐震化の本格化に伴い内部留保資金の減少も懸念されることから、漏水リスクと財源不足の

両課題を見据えた計画的な財源確保と収支改善が重要です。 

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

給水収益 102,905 103,082 99,124 97,862 96,586 95,325 94,077 92,896 91,702 90,522 89,341 88,148

料金回収率(％) 71.8% 53.6% 61.8% 64.8% 63.0% 61.1% 54.5% 58.1% 56.9% 55.8% 54.6% 53.5%
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

収益的収入 341,608 438,379 316,040 303,959 285,615 266,298 270,960 253,943 252,461 250,828 250,937 250,390

収益的支出 312,842 370,556 311,772 299,020 281,424 262,152 267,122 249,454 247,683 246,451 246,179 245,315

基準内繰入金(右軸) 4,079 3,714 1,894 1,664 1,434 1,209 989 830 693 561 433 313

基準外繰入金(右軸) 61,326 147,336 55,000 48,000 51,000 55,000 73,000 62,000 65,000 67,000 70,000 73,000
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

資本的収入 205,411 141,336 213,148 123,623 122,648 133,115 137,564 124,275 133,447 133,145 132,105 132,301

資本的支出 190,034 141,485 237,455 141,359 143,916 148,021 146,217 144,215 144,686 145,697 145,982 147,516

基準内繰入金(右軸) 17,337 23,870 22,573 23,031 22,038 22,487 16,917 13,622 12,787 12,479 11,432 11,621

内部留保資金(右軸) 25,865 37,821 32,861 34,570 30,555 30,726 35,177 29,157 31,324 31,531 30,670 28,693
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5  経営基盤の強化に向けた今後の取り組み 
（１） 水道施設に関する事項 

水源保全や水質管理の強化、水質情報の積極的な公開を通じて、安全で信頼される水道水の安定供給を目指します。

施設の耐震化や応急給水体制の整備、広域的な相互応援体制の構築により、災害に強くしなやかな水道を推進します。さ

らに、施設の計画的な再構築と適正な料金体系の構築、人材育成や広域連携を通じて、持続可能な事業経営の実現に

取り組みます。 
（２） 水道料金の見直しに関する事項 

資金および内部留保資金の確保にあたっては、水道料金のほか一般会計繰入金（基準外繰入金）に依存している経営

状況です。経費削減や経営の効率化を図るとともに、水道料金の改定を含めた資金確保対策を検討します。 

（３） 住民からの理解に関する事項 
水質検査結果や経営・施設情報を町のホームページや広報紙を通じて分かりやすく公開し、水道水への安心と信頼の向

上に努めます。また、説明会やアンケートなど双方向のコミュニケーションを通じて町民の声を事業運営に反映させ、理解と協力

を深めていきます。 

6  経営戦略の事後検証、改正等に関する事項 
本経営戦略は令和 8 年度から令和 17 年度までの 10

年間を計画期間としております。 

この期間中、毎年度の進捗管理を踏まえ、目標値と実績

値の比較分析を確実に実施するために、PDCA サイクルに基

づき、計画の策定（PLAN）、事業の実行（DO）、達成

度の評価（CHECK）、改善（ACTION）を行い、フォロ

ーアップしていきます。 

このうち達成度の評価および改善については、モニタリング

およびローリングにより実施します。 

また、より質の高い経営戦略を目指し、計画期間の中間

年度である令和 12 年度を目途に見直し・改定を行います。 

7  経営改善に向けたロードマップ 
令和 8 年度から令和 17 年度までの 10 年間において、実績検証や経営戦略の見直し、料金改定の検討などの取組を

ロードマップに沿って段階的に実施し、持続可能な事業運営を目指してまいります。 

 
 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

本経営戦略           

実績検証 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

経営戦略の見直し     ●     ● 

アセットマネジメント計画     ●     ● 

 

•計画と実績の比較検
証、評価

•結果に基づく
事業改善

•計画の見直し

•計画に沿った事業実施•予算編成

•実績を基にした将来予
測、計画の作成
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（計画）
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（実行）

CHECK
（検証）

ACTION
（改善）


